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森林環境学習
～森の案内人さんありがとうございます～

１２日午前中には１年生が、午後には２年生生が、森林環境学習を行いました。それぞれの学

年で実施のねらいや学習内容は違うものの、どの学年も「森の案内人さん」にお世話になっての

お城山を中心とした自然観察の学習となりました。日程は、学校行事や季節感、森の案内人さん

の予定などを考慮して設定しましたが、森の案内人さんには丸々一日の活動となりました。

秋ならではの自然（植物、虫の観察、落ち葉・どんぐり拾い等々）について森の案内人さんの

詳しい説明を聞きながら楽しく実施できました。

森の案内人さん、お忙しい中ありがとうございました。１１月には４年生も実施の予定です。

北小の歴史を振り返ってみると
～どんな生活なのか 想像してみるだけでも面白いかも～

北小創立１５０周年に向けて、少しずつ動いていることはこれまでも学校だよりで紹介してき

ました。私も少しずつですが、北小の歴史をいろいろな資料から振り返っています。その中で面

白い資料を見つけたので紹介します。（正確ではないかもしれませんのでご容赦を・・・）

現在の北小は 男子１８７名 女子１６８名 計３５５名の学校です。学級数は１４。この規

模でも日々、様々な出来事が起き、毎日対応に追われている状態です。

さて、１５０年の歴史の中で、一番児童数が多かったときはどのくらいだと思いますか。

昭和２１年（１９４６年）二本松国民学校 全校児童 １９１０人 ３０学級

昭和３４年（１９５９年）二本松小学校 全校児童 １８５１人 ３７学級

という記録を見つけました。すごい数です。現在の５倍以上です。もちろん南小と分離前、戦後

／高度経済成長期など状況の違いはあるのせよ、びっくりです。さらに驚くことには、１学級あ

たりの人数（平均）は なんと昭和２１年で６３人、昭和３４年で５０人です。

学校生活を想像してみるだけでも、なんとなくわくわくしてきます。授業は？給食は？運動会

・学習発表会などは？ 「？」がつきまくります。

北小１５０周年を期に、様々な年代の学校での生活など家庭での話題になればうれしいです。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）
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